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１．気候変動の影響の評価⽅法（参考︓技術資料）
２．気候変動を踏まえた河川計画への変更
３．既往最大洪水と計画洪水との関係
４．本川、支川との関係
５．気候変動化における操作（規則（ルール）か判断か）

本日の内容
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1982年8⽉上
旬

⽇本近海の海域平均海⾯⽔温（年平
均）の⻑期変化傾向（℃/100年）
2019年までの100年間の変化
（左図）と海域区分（右図）

左図中の無印の値は信頼度⽔準99%以上で統計的
に有意な値を、「∗」を付加した値は95%以上で有
意な値を⽰しています。上昇率が[#]とあるものは、
統計的に有意な⻑期変化傾向が⾒出せないことを
⽰しています。

旬平均海面水温

出典︓気象庁ＨＰ（⼀部加筆）
解説文は気象庁聞き取り

全海域平均

⽇本海

北海道周辺
⽇本東方海

域

関東沖海
域

⽇本南方海
域九州・沖縄海

域

⽇本海

北海道周辺
⽇本東方海

域

関東沖海
域

⽇本南方海
域九州・沖縄海

域

⼀般的には台風は海⾯⽔温
が２６〜２７℃以上の海域
で発生するといわれていま
す。また海⾯⽔温が高いほ
ど、台風はより強くなりま
す。

※台風の発生・発達は海⾯⽔温以外
にも大気の状態も重要な要因であり、
海⾯⽔温が高いだけでは台風の発
生・発達につながりません

2019年8⽉上旬

日本近海の海面水温について

2020年8⽉上
旬

海面水温の⻑期変化傾向

出典︓文部科学省・気象庁「⽇本の気候変動2020」(令和2年12⽉）
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地球温暖化の定量的影響評価

地球温暖化による降水量への影響の定量的評価を気象庁気象研究所が実施
現時点で地球温暖化の影響により、総降水量が約6.5%～約11%増加と算出
将来、現時点と比較して、総降水量がさらに6.3%～22%増加する可能性

水災害
（豪雨イベント）

現時点
1980年以降における温暖化による気温上昇と

海面水温の上昇による影響

将来
現在気候に対する将来気候での状況
（2℃上昇シナリオ〜4℃上昇シナリオ）

平成30年7⽉豪⾬ 総降⽔量が
約６．５％ 増加 ―

令和元年東日本台⾵ 総降⽔量が
約１１％ 増加

将来さらに、総降⽔量が
６．３%〜２２% 増加

令和2年7⽉豪⾬
気温上昇により

降⽔量が増加
※定量的な評価は現在実施中

―

（１）

＜注釈＞
※それぞれの出典を元に、国土交通省水管理・国土保全局が作成。（ (1)：気象庁気象研究所が記者発表、(2)：環境省により公表 ）
※大気の数値シミュレーションを用いて実際の豪雨現象を忠実に再現した上で、地球温暖化に伴う気温上昇分を除去、または、
さらに温暖化のシナリオに基づき気温を上昇させ、再度、大気の数値シミュレーションを行うことで、温暖化の影響を定量的に評価。

※気象研究所が開発した非静力学大気モデル（NHRCM)を用い、日本周辺を２～５kmの解像度で数値計算した結果によるもの。

（１）

（１）

（２）

既に生じている温暖化 これから生じる温暖化
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気候変動を踏まえた計画へ見直し～変遷～

明治 昭和大正 平成 令和

近代河川工学
が日本へ導入

●S34伊勢湾台⾵

●S39新河川法
・治⽔・利⽔の⼀体化
・⽔系⼀貫主義の導入

気候変動の影響が顕在化
今後も水災害が更に激甚化

●H9河川法改正
・目的に環境を追加
・計画に住⺠意⾒を反映

「気候変動による将来の
降雨量の増加」などを考
慮
・過去の年最⼤降⾬を確率処理
して求めた降⾬量を1.1倍※

※21世紀末時点での世界の平均地上気
温が２℃上昇した場合を想定（北海道
を除く地域。北海道は1.15倍）

治
水
計
画
の
考
え
方

河
川
法

●M29旧河川法
・河川改修の目的が
低⽔工事から、高⽔工事へ

○「過去の実績降雨を用いて確率処理を行い、所要の安全度を確保する治水計画」から、
「気候変動の影響による将来の降雨量の増加も考慮した治水計画」へと転換。

社
会
動
向

主
な
災
害 ●S28⻄日本⼤⽔害

●S22カスリーン台⾵
戦後、大水害が頻発

「既往最大主義」
・既往最⼤洪⽔を計画の対
象

「確率論」の導入
・過去の実績降雨量
を確率処理し、洪⽔流量を設定
・対象地域の重要度に応じて安全度を設定す
ることで、全国の河川の間で治⽔安全度のバ
ランスを確保

●H30.7⻄日本豪⾬
●R1東日本台⾵
●R2.7豪⾬

●H12東海豪⾬

技
術
の

進
展

・アンサンブル将来予測などの計算手法
等の予測技術の向上
・⼤規模データ利⽤等のシステム開発

・⽔⽂資料の蓄積、⽔⽂統計解析、
流出解析等の⽔⽂学の発展
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＜地域区分毎の降雨量変化倍率（２℃上昇）＞

気候変動を踏まえた基本高水のピーク流量
【氾濫防止のための施設整備の長期目標の流量規模】

ピーク流量
＜新宮川水系＞

＜五ヶ瀬川水系＞

将来の降雨
量の増加を

反映
（1.1倍）

基本方針
（変更）

現行
基本方針

基本高水改定

１９，０00m3/s

２４，０00m3/s

約１．２６
倍

基本方針
（変更）

現行
基本方針

基本高水改定

７，２00m3/s

８，７00m3/s
約１．２１

倍

ピーク流量

将来の降雨
量の増加を

反映
（1.1倍）

※出典︓「気候変動を踏まえた治⽔計画の
あり方」提⾔ 改訂版（令和３年４⽉）

今世紀末時点での降⾬量の変化倍率

五ヶ瀬川水系

新宮川水系

球磨川水系

※赤字：2021年10月変更

※青字：審議中

温暖化の影響を予め見込んだ治水計画へ転換

○ 堤防やダム等の施設で氾濫を防止するとして定めたハード整備の目標流量などが、将来の気候変動によりど
の程度変化するか等の科学的な分析を水系ごとに実施し、２１世紀末の未来に備えるため、温暖化の影響を
予め治水計画に反映し、中長期的、かつ計画的に河川整備を進める。

○ 新宮川や五ヶ瀬川、球磨川等、近年、大規模な水害が発生した際の洪水流量が長期的な目標（基本高水）を
上回った水系から順次、ハード整備の長期計画である河川整備基本方針を見直し、治水対策の強化を行う。

 大気中の水蒸気量が増加し、海水温が上昇することで、災害をもたらすような豪雨の発生頻度が増加し、
降雨量が増大するとともに海面水位が上昇する。

気候変動に関するシナリオ(IPCC第６次評価報告書)

1850年～1900年に対する世界平均気温における各シナリオごとの予測

２０３０年頃には
どのシナリオでも

世界の年平均気温は
１．５℃上昇

４℃上昇
シナリオ

２℃上昇
シナリオ

※値の幅は大気海洋結合モデルCMIP６の
モデルによる差であり、実線はその平均値実測 予測

出典：AR6 Climate Change 2021:The Physical Science Basis Summary for Policymakers

気候変動を考慮した治水計画の改定の考え方

 一級水系では１００年に１回程
度発生する洪水の氾濫防止を
施設整備の目標として定めて
いる

 気候変動に対応するため、過
去の降雨データに基づく雨量
（１００年確率）を、１．１倍する
とともに、過去に経験したことな
い雨の降り方も考慮して計画
の改定作業を実施

パリ協定目標

治水計画に適
用

全国（北海道を除く） 1.1

北海道 1.15
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○ アンサンブル将来予測降雨波形から求めた、現在気候及び将来気候の年最大流域平均雨量標本から計画対象降雨の降雨量（福島
261mm/36hr）に近い10洪水を抽出した。抽出した10洪水は、中央集中や複数の降雨ピークがある波形等、様々なタイプの降雨波形を含ん
でいることを確認。

○ 抽出した洪水の降雨波形について気候変動を考慮した1/150確率規模の36時間雨量（福島261mm）まで引き縮め/引き伸ばし、見直した流出
計算モデルにより流出量を算出。

アンサンブル予測降雨波形の抽出（福島地点） （阿武隈川水系 河川整備基本方針）

アンサンブル将来予測降雨波形データを用いた検討 【抽出した予測降雨波形群による流量】

 d2PDF(将来360年、現在360年)の年最大雨量標本（360年）を流出計算
 著しい引き伸ばし等によって降雨波形を歪めることがないよう、計画

対象降雨の降雨量近傍の洪水を抽出
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m
3 /s
）

36時間雨量（mm）

過去実験
将来実験

計画規模の降雨量×1.1

＝261mm/36時間

福島地点 気候変動後 福島地点

洪水名 洪水要因 36時間雨量 1/150雨量 拡大率 ピーク流量

(mm) (mm) (m
3
/s)

将来実験 HFB_2K_GF_m101 ① 台風性 267.4 261 0.975 8,600

HFB_2K_GF_m101 ② 台風性 264.8 261 0.985 5,700

HFB_2K_HA_m105 前線性 256.4 261 1.017 6,300

HFB_2K_MI_m101 台風性 258.2 261 1.010 7,200

HFB_2K_MR_m105 ① 前線性 253.5 261 1.029 5,900

HFB_2K_MR_m105 ② 台風性 252.0 261 1.035 7,100

過去実験 HPB_m003 ① 台風性 267.8 261 0.974 4,200

HPB_m003 ② 台風性 254.2 261 1.026 5,500

HPB_m007 台風性 269.1 261 0.969 4,300

HPB_m008 台風性 246.5 261 1.058 4,700 7



○気候変動による外力の増加に対応するため、気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形
を用いた検討、既往洪水からの検討から総合的に判断した結果、阿武隈川水系における基本高水のピーク流量は、基準地点福島
において8,600m3/sと設定。

○なお、雨量データによる確率からの検討について棄却されなかった降雨波形のうち、アンサンブル予測波形で得られた流量の範
囲を超える波形については、生起可能性等の検証を加え、うち１波形は主要降雨波形（基本高水の設定）に採用、１波形は主要
降雨波形から除いたうえで整備途上の上下流本支川バランスチェックに活用。

総合的判断による基本高水のピーク流量の設定(福島地点)

新たに設定する基本高水
引き伸ばし後の降雨波形を用いて算定したピーク流量が最大となるS41.6波形

河道と洪水調節施設等への配分の検討に用いる主要降雨波形群

基本高水の設定に係る総合的判断（福島地点）

【参考】水防法に基づく想定最大降雨
・雨量：323mm/2日（1/1000確率）
・基準地点流量：9,700m3/s(S61.8型）

【凡例】
② 雨量データによる確率からの検討：降雨量変化倍率（2℃上昇時の降雨量

の変化倍率1.1倍）を考慮した検討
×：短時間・小流域において著しい引き伸ばしとなっている洪水

③ アンサンブル予測降雨波形を用いた検討：
対象降雨の降雨量（261mm/36h)に近い10洪水を抽出
○：気候変動予測モデルによる現在気候（1980～2010年）及び将来気候

（2℃上昇）のアンサンブル降雨波形

④ 既往洪水からの検討：R1.10洪水の実績流量

洪水名
実績雨量
(mm/36hr)

拡大率

福島
ピーク流

量

(m3/s)

S33.09.27 144.1 1.810 6,400

S41.06.29 148.2 1.760 8,600

S46.09.01 132.3 1.971 6,000

S56.08.23 167.9 1.553 6,900

S61.08.05 234.7 1.111 7,700

H10.08.30 201.3 1.296 6,800

H11.09.16 134.9 1.934 6,500

H14.07.11 214.7 1.215 7,200

H16.10.21 137.7 1.894 6,400

H23.09.22 213.3 1.223 7,700

H29.10.23 155.3 1.680 6,900

R01.10.12 250.7 1.040 8,400
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調整後

調整前
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S41.6洪水型

14.5

25.5

8,523

拡大率(36hr)：1.760福島

（阿武隈川水系 河川整備基本方針）
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○過去の実績降雨により求めた降雨量に降雨量変化倍率（1.1）を乗じて算出した降雨量と比較し、令和2年7月豪雨における降雨
量は大きく超過

○また、気候変動の影響が含まれている可能性がある近年降雨まで含めた統計処理の結果に対しても大きく超過

対象降雨の降雨量と令和2年7月豪雨の実績降雨量

H22(2010年）までの雨量標本 気候変動（地球温暖化）の影響が含ま

れている可能性があるため、統計処理

には含めない。

気象庁気象研究所の発表によれば、

令和２年７月豪雨では、地球温暖化の進

行に伴う長期的な大気中の水蒸気の増加

により、降水量が増加した可能性がある

と言及。

統計処理（S28～H22のデータ）

1/100 雨量 × １.１倍 ＝ 301 mm/12hr

令和２年７月豪雨
約 346 mm/12hr

令和２年７月豪雨について

統計処理には含めないが、

実際に発生した洪水であるこ

とから、できるだけ被害を軽

減するための対策を実施。

現行計画
（S28～H17）

変更案
（S28～H22）
※下段は1.1倍前

参考値
（S28～R2）
※下段は1.1倍前

令和２年７月豪雨
実績

人吉 262
298

（271）
306

（278）
322

横石 261
301

（274）
315

（286）
346

横
石

上
流

域
に

お
け

る
年

最
大

1
2時

間
雨

量

※数値は12時間雨量

9
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令和２年７月と同規模の洪水に対する施設の効果と対応

〇令和2年7月と同規模の洪水のピーク流量は、人吉地点から下流の区間において今回設定した基本高水のピーク流量よ
りも大きくなる。（例：横石地点 基本高水のピーク流量 11,500m3/s、令和2年7月と同規模の洪水のピーク流量
12,600m3/s)

〇今回設定する河道への配分流量に対応した河川改修、洪水調節施設による、令和2年7月と同規模の洪水に対する効
果を検証したところ、水位は計画堤防高を上回らないものの、人吉区間から中流部の大部分の区間、及び下流部の一
部区間で計画高水位は超過する結果となった。

〇このため、施設の運用技術の向上に加え、流域治水を多層的に進めること等により、令和2年7月と同規模の洪水を含
め、基本高水を超過する洪水に対してもさらなる水位の低下や被害の最小化を図る取組を進めていく。

令和２年７月と同規模の洪水に対する計算結果

〇令和2年7月と同規模の洪水を含
め、基本高水を超過する洪水に対
してもさらに水位を低下できるよう、
施設の運用技術の向上や、流域治
水の多層的な取組の実施を推進

〇整備途上の段階や基本高水を上
回る洪水が発生した場合にも、浸水
被害を最小化するため、氾濫シミュ
レーション等のリスク情報を積極的
に提示するとともに、水害に強いま
ちづくりや避難体制の強化等の取
組を河川管理者と地元自治体、地
域住民等が連携して進めていく。

人吉区間全体（52k～63k）で計
画堤防高以下となるが、計画高
水位は最大で約1m超過

計画堤防高

計画高水位
令和２年７月と同規模の洪水の水
位（河川改修、洪水調節後）

人吉区間

下流部

一部、萩原地区で
計画高水位を超過
（最大で約0.4m程度）

計画堤防高

計画高水位
令和２年７月と同規模の洪水の水
位（河川改修、洪水調節後）

中流部区間全体（10k～52k）で、宅地かさ上げ高さ（計画
高水位＋1.5m（余裕高相当）を基本）以下となるが、計画
高水位は超過

中流部

10

（球磨川水系 河川整備基本方針）



あらゆる
関係者が
協働して

行う

氾濫域

管理者

主体の
治水対

策

河川区
域

①氾濫をできるだけ防ぐための対策
②被害対象を減少
させるための対策

③被害の軽減・
早期復旧復興のための対

策

集水域

都市部など
のエリアで

実施

全国で
流出抑制

対策を実施

一部の関係
者が流出抑
制対策を

実施

企業や住民も含めた
流域の関係者全員が
流出抑制対策を実施

管理者が
対策を実施

利水者も対策
に協力

住民等の主体的な
避難を推進

経済被害の軽減も
強力に推進

盛土構造物の設置、
既存施設の活用

などによる
浸水範囲の限定を推進

水災害リスクが
より低い区域への誘導

・住まい方の工夫を推進

○河川整備の途上段階での施設規模を上回る洪水や、基本高水を超過する洪水に対しては、これまでも避難体制の強化など
様々な取組みを実施し、被害の最小化を図ってきたところ。

〇施設規模を上回る洪水や、令和2年7月と同規模の洪水を含む基本高水を超過する洪水に対して、さらなる水位の低下や被害

の最小化を図るため、河川管理者として施設の運用技術の向上や堤防強化等の新たな取り組みを実施するとともに、地元自
治体、住民、河川管理者等が連携し、多層的な流域治水の取組を推進する。

令和２年７月と同規模の洪水を含む基本高水を超過する洪水への対応

球磨川流域での今後の取り組み
例

流域治水の取組の考え方

(3)利水ダムの事前放流
の拡大

・ 降雨予測技術の向上等
を踏まえた効果的な事前
放流の実施を検討 (9)災害危険区域等の指定、

集団移転
・水害リスク情報を踏まえ、
浸水被害のリスクが高い
区域では、災害危険区域
を設定し、高台等への集
団移転を検討

(12)河川事業とまちづくりの連携
・河川事業による宅地かさ上げにあわせ
周辺土地のかさ上げ、高さ増を実施

・遊水地の整備と高台等への集団移転を
一体的に実施

(4)水田貯留の普及・拡大
・実証事業を通じた効果
等の検証を実施、水田
貯留の普及・拡大

(7)森林の保全等
・関係者の連携による森
林の多面的機能の発揮に
向けた整備・保全を検討

・砂防関係施設、治山施
設の整備等を実施

：流域自治体、河川管理者等の
連携による流域治水の取組

(8)二線堤、自然堤防の保全
・ハザードエリアの危険度を
考慮した保全を検討

(6)雨水貯留・雨水浸透施
設等の整備

・公園や公共施設等にお
ける雨水貯留・雨水浸
透機能確保を検討

(5)ため池や農業水利施設
の有効活用

・ため池や農業用水路の
事前放流などの取組を
検討

(10)被災市街地復興推進
地域の指定等による
土地利用規制

・水害リスク情報を踏ま
え、家屋が密集し、浸水
被害のリスクが高い地域
では、土地の形質の変更、
建物の新築の許可制とす
る規制を検討・実施

：河川管理者による取組

＋
(1)施設の運用技術の向上
・降雨予測技術の向上を踏
まえた洪水調節施設の操
作・運用の高度化を検討

(2)堤防強化
・洪水リスクを踏まえた
堤防強化の実施を検討

(11)流域タイムライン、
水防災意識の啓発・醸
成の取組

・関係機関の連携のもと
作成した「流域タイムラ
イン」による防災活動の
着実な実施、連携体制の
構築

これまでの取組
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支川の計画高水流量の設定

【新たな支川の計画高水流量の設定の考え方】

○流域の地形特性や降雨特性から本川と支川の同時合流のケースが多く、それによって本川において氾濫の発生が懸念される場合
は、氾濫による被害を流域全体で最小化及び分散させるため、本川と支川の計画高水流量のバランスを考慮する必要がある。

○そのため、本川・支川で治水安全度を維持した上で、現況の流下能力、沿川の土地利用、浸水リスク等を踏まえ、本川のピーク
流量計算時における本川・支川の計算流量を勘案して計画高水流量を設定する。

○なお、支川流域も含め流域全体の治水安全度向上のため、下流から順次実施する河川整備に加え、上流区間や支川流域において
、沿川の遊水機能の確保にも考慮した河川整備、更に貯留機能を向上するための流域での取組を実施。（本支川バランスにおけ
る「流域治水」）。

②基準地点で安全度（1/150)を設定し流出計算した場合の
A支川の計算流量（洪水調節考慮）

Ａ地点 B地点 C地点

S61波形 800m3/s 900m3/s 1,700m3/s

H10波形 1,500m3/s 500m3/s 2,000m3/s

R1波形 1,000m3/s 1,200m3/s 2,200m3/s

①Ａ支川単独で安全度
（1/100)を設定し流出計算し
た場合のＡ地点流量
（洪水調節考慮）

S41波形 700m3/s

S56波形 1,400m3/s

H23波形 900m3/s

1,000m3/sを上限に設定

決定波形

Ａ支川(1/100)

本川

基準点上流１／１５０

①

②

（1,400m3/s）

1,200m3/s

2,200m3/s

A地点

B地点

C地点

・既定計画策定以降の、近年デー
タまで取り込み、さらに降雨量変
化倍率を考慮して設定
・既定計画と同等の安全度を確保

※現況の流下能力
も考慮

①A支川単独
で安全度を
設定した場
合の流量

既定計画に
おける計画
高水流量

新たな
河道と施設の

配分

②基準地点で
安全度を設定し
た場合のA支川の

計算流量

1000
1000

14001400
1200

＜A支川における設定過程（イメージ）＞

・さらに大きな洪水に対しても、
流域での対策により対応可能

・支川の計画高水流量以上の
洪水に対し支川安全度を確
保するため貯留対策で対応

河道流量
調節する流量

1,000m3/sに設定

＜氾濫による被害を流域全体で最小化及び分散させるための
本川と支川の計画高水流量の設定のイメージ＞

（阿武隈川水系 河川整備基本方針）
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＜阿武隈川計画高水流量図＞ ＜河道と洪水調節施設等の配分流量＞
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流
量

※基準地点福島、基準地点岩沼の計画規模1/1５0は踏襲

将来の気候変動の
影響を反映

基準地点 福島

河道配分
流量

洪水調節流量 9,200

10,700

基準地点 岩沼 将来の気候変動の
影響を反映

河道配分
流量

洪水調節流量 5,800
7,000

河道配分
流量

洪水調節流量
10,900

洪水調節施設等による調節流量については、流域の土
地利用や雨水の貯留・保水遊水機能の今後の具体的
取り組み状況を踏まえ、基準地点のみならず流域全体
の治水安全度向上のため、具体的な施設計画等を今後
検討していく。

5,800

○ 気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水ピーク流量福島地点 8,600m³/s、岩沼地点 12,900m³/sを、洪水調節
施設等により、それぞれ2,800m³/s、2,000m³/s調節し、河道への配分流量を福島地点 5,800m³/s、岩沼地点 10,900m³/sとする。

基本高水の
ピーク流量
（m³/s）

洪水調節施設
による調節流量

（m³/s）

河道への
配分流量
（m³/s）

福島 7,000 1,200 5,800

岩沼 10,700 1,500 9,200

基本高水の
ピーク流量
（m³/s）

洪水調節施設等

による調節流量
（m³/s）

河道への
配分流量
（m³/s）

福島 8,600 2,800 5,800

岩沼 12,900 2,000 10,900

1,800

5,800 7,100 9,200→ → →

白石川

↓ 河

口
●

岩

沼
■

↑

広瀬川

●

丸
森

→

1,200
凡例

●　主要な地点
■　基準地点

2,100
荒川

↓

摺上川

↓福

島
■

8001,700

移川

釈迦堂川

社川 大滝根川

↓

↑ ↑

五百川

↓

↑

7007001,300

2,400

●

須
賀

川

1,200【現行】

【変更】

単位m3/s
■：基準地点
●：主要な地点

洪水調節流量

（阿武隈川水系 河川整備基本方針）
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○ 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方を中心に広
い範囲で記録的な大雨となった。
○ 10日からの総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミリを超えた。

レーダ雨量図気象・降雨の概要

※速報値

10⽉12日18時

10⽉12日19時

9日9時⼤型猛烈な
915hPa 55m/s

9日21時⼤型猛烈な
915hPa 55m/s

12日9時⼤型非常に強い
945hPa 45m/s11日21時⼤型非常に強い

935hPa 45m/s

11日9時⼤型非常に強い
935hPa 50m/s

10日21時⼤型非常に強い
920hPa 50m/s

10日9時⼤型猛烈な
915hPa 55m/s

12日18時⼤型強い
955hPa 40m/s

12日21時⼤型強い
960hPa 40m/s

13日3時⼤型
970hPa 30m/s

10⽉12日19時前
伊⾖半島に上陸

台風経路

※荒川流域

※荒川流域

※荒川流域

※多摩川流域

※多摩川流域

※相模川流域

気象庁HP（台風第１９号による大雨・暴風等）より

72時間降水量の多い方から10位（10月10日0時～10月13日24時）

降雨の概要
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令和元年東日本台風による雨量の状況

（令和２年４月１０日 関東地方整備局 出水速報第４報より）
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出典：利根川上流河川事務所HP

令和元年東日本台風時の利根川の状況

（142.7k）

（130.5k）



洪水調節施設の効果 利根川・荒川流域

○ 利根川・荒川流域の主な洪水調節施設で約4.8億m3貯留。

利根川上流ダム群で
約1.45億m3貯留

※八ッ場ダム含む

八ッ場ダムで
約7,500万m3貯留

荒川上流ダム群で
約4,500万m3貯留

渡良瀬遊水地で
約1.6億m3貯留

荒川第一調節池で
約3,500万m3貯留

田中・菅生・稲戸井調節池で
約9,000万m3貯留

施設の効果 利根川・荒川流域
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流入量 実績放流量 実績貯水位①10/10 18:00 水資源機構 - 地整打合せ内容

・ 降雨予測を踏まえると、異常洪水時防災操作に移
行する可能性あり。予備放流を実施。

・ 予測が変わらなければ、予備放流で対応可能。現
時点で、予備放流水位以下への水位低下（事前放
流）は実施しない。

②10/11 17:00 水資源機構 - 地整打合せ内容

・ 降雨予測が上振れし、異常洪水時防災操作に移
行する可能性が高い。

・ 予測を踏まえ、異常洪水時防災操作が回避できる
水位まで事前放流（※）を実施する。

令和元年台風第19号における洪水調節【草木ダム】 速報値
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累計雨量（実績）

72h先 累計雨量（予測）

時間雨量（実績）

10/12 10/13

10/12 10/13

○草木ダムでは、台風19号による大規模な出水に対し、降雨予測を踏まえて、予備放流及び事前放流を実施し、
容量を確保。

○計画の洪水調節容量を超える約2184万m3をダムに貯留し、異常洪水時防災操作を回避。

10/1010/9

10/11

10/11

10/10 18:00
①打合せ

10/11 10:00
予備放流開始

10/11 17:00
②打合せ

10/11 19:00
事前放流指
示

10/12 15:00
洪水調整開
始

予測雨量増加

予備放流
約452万m3 事前放流

約1546万m3

洪水時最高水位：454.0m

ただし書開始水位：451.8m
予備放流開始

予測総降雨：約329mm
予測総降雨：約437mm

約2184万m3貯留

3.34m水位低下

14..17m水位低下

事前放流開始

予備放流水位：440.6m

累
計

雨
量

（
m

m
）

時
間

雨
量
（

m
m
）

事前放流実施要領限度水位：436.0m

426.43m

※事前放流実施要領策定済であったが、「洪水期」「累加雨量」などの条件を満たしていなかっ
たため、関係者と協議を行い、緊急的な措置として事前放流を実施

本数値は速報値であるため変更となる可能性がある
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72h先 累計雨量（予測）

累計雨量（実績）

時間雨量（実績）

①10/10 18:00 水資源機構 - 地整打合せ内容
・ 予備放流水位以下であるため、現状の水位を維持
・ 予測が変わらなければ、現状の水位で対応可能で
あり、更なる水位低下（事前放流）は実施しない。

②10/11 17:00 水資源機構 - 地整打合せ内容
・ 降雨予測が上振れし、異常洪水時防災操作に移行
する可能性が高い。

・ 予測を踏まえ、水位低下の限度である1m/日のス
ピードで水位低下（事前放流（※） ）を実施。

令和元年台風第19号における洪水調節【下久保ダム】 速報値

10/12 10/13

10/12 10/13

○下久保ダムでは、台風19号による大規模な出水に対し、降雨予測を踏まえて、水位の維持及び事前放流を実
施し、容量を確保。

○また、協定書に基づく関東地方整備局長指示による洪水調節も行うことにより、異常洪水時防災操作を回避。

10/1010/9

10/11

10/11

10/10 18:00
①打合せ

10/11 17:00
②打合せ

10/11 19:00
事前放流指
示

10/12 10:30
③打合せ

予測雨量増加

事前放流

約1148千m3

洪水時最高水位：296.8m

ただし書操作開始水位：294.6m

予測総降雨：約296mm

予測総降雨：約441mm

約3141万m3貯留

約0.5m水位低下

予備放流水位：283.8m

累
計

雨
量

（
m

m
）

時
間

雨
量

（
m

m
）

※事前放流実施要領策定済であったが、「洪水期」「累加雨量」などの条件を満た
していなかったため、関係者と協議を行い、緊急的な措置として事前放流を実
施

③10/12 10:30水資源機構 - 地整打合せ内容
・ 降雨予測が更に上振れし、異常洪水時防災操作に
移行する可能性がかなり高い。

・ 予測を踏まえ、異常洪水時防災操作の回避又は軽
減のため洪水調節（800m3/sの一定量放流）を実施。

本数値は速報値であるため変更となる可能性がある

予測総降雨：約548mm

10/12 11:30
一定量放流指
示

予測雨量増加
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